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和崎:人 々はなぜ 「乞食」に施 しをするのか?

人 々 は な ぜ 「乞 食 」 に 施 し を す る の か?

―体 制 転 換 後 の ウ ズ ベ キ ス タ ン に お け る〈 物 乞 い‐ 施 し 〉 交 渉 の 分 析―

       Why do people give alms to beggars?

 ‐The interaction of`begging alms'in post-Soviet Uzbekistan‐

和崎 聖 日

1.は じ め に

 現在 の ウズベ キス タン共和 国は、8世 紀のアラブ侵入以来、中世にはイスラー ム世界の一大

中心地 として栄 えた元来イスラー ムを基調 とす る地域 である。同地域 は、1917年 の ロシア10

.月革命 と1924年 のく民族 一国家別境界画定 〉に よる国民国家化以降、社会 主義理念 に基づ く無

神論政策や近代化 の展開な どに より、社会=文 化 的な大変容 を経験 した といわれ る。その後、

ゴルバチ ョフのペ レス トロイカ改革 を契機 とす る1991年 の ソ連解体(以 下 、体制転換 と略 して

記す)の 流れの中で、 ウズベ キス タンは従来の国家枠組 みを引き継 ぐ形で独 立す るに至 った。

 しか し、 この体制転換 は、他の 旧ソ連地域 と同様 に、 ウズベ キスタンで も経済的不平等(多

数 の貧 困層 と少数の富裕層)や 生活水準の低下 を引き起 こした。現在 も、多 くの人々が、金銭

と仕事 が集 ま りイ ンフ ラも整備 された首都 タシュケン トに、都 市移 民やマルデ ィコルmardikor

(日雇 い労働者)と して生活 向上 を 目的に押 し寄せ てい る。 こ うしたなか、物乞いに よって生

活 を営 も うとす る人々、つま り 「乞食」1)も年 々増加 してい るといわれ る。

 「乞食」たちを観察す る中で、筆者 に とって最大の驚 きだったのは、上述 のよ うな苦 しい生

活状況 に直面 している人々が、老若男女 を問わず、街 の 「乞食」 に〈す ぐ〉に施 しす ることだ

った。筆者 の観 察(2分 間計 測)で は、金 曜礼拝 時にモス ク周辺で物乞い をす る女性 には27

人の男性 が、30人 の乗 車す る地下鉄車両内で物乞い をす る赤ん坊連れ の若い女性 には7人 の男

女が、施 しを した。 もちろんタシュケ ン トで必ず しも上記の よ うな頻度で施 しがな され る訳で

はない。 また、中央ア ジアのくジプシー 〉といわれ るル リ10'liを 毛嫌い し、ル リ以外 の民族 出

身者に しか施 しを しない とい う人 々も少な くない。 しか し、 こ うした状況 を考慮 して も、<す

ぐに施 しがな され る〉とい う素朴 な印象は強烈な ものだった。

 ウズベキスタンの 「乞食」たちは、他 のイス ラーム世界 の諸地域 と同様 に(保 坂1994;西 川

1992)、 通行人か らの施 しによ り、時 に自らの経済生活 を可能 と している(和 暗2007)。 本稿

は、筆者のいわばくカルチ ャー ・シ ョック〉 ともい える経験 に基づ き、<人 々はなぜ施 しをす

るのか〉 とい う問いを、 ウズベ キスタンの歴史 ・社会=文 化 的文脈 を踏ま えなが ら、〈物乞い

一施 し〉交渉の分析 か ら明 らか にす ることを試み るものである。
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2.先 行研究 と目的

 従来の研究 において く人はなぜ施 しをす るのか 〉とい う主題の解明は、主に動物行動学、心

理学、社会学、人類学の分野 か らな されて きた。 そ こで記述 され るアメ リカやナイジェ リア、

ロシアな ど世界各地での研究成果 を簡潔 にま とめる と、次の よ うに要約 できる。施 しは、<普

遍あるいは社会構 築的解発因 〉を資源 とす るく印象 の操作 〉を通 して制定 され うるく感傷 の共

同体 〉の中で、潜在 的贈与者が 〈偽善者 〉な どステ ィグマ を被 らない限 りにおいて実現 され る

もので ある(Butovskaya,etc.2000;Goldberg1995;Heilman1971;lgbinovia1991な ど)。

 〈普遍 的解発 因〉 とは、年齢 ・生物学的性差 ・赤ん坊 ・怪我 ・障害 ・通行人 よ り低 い位置 ・

差 し出 され る手 ・悲 しげ又はふ つ うの物腰 ・モ ノや音 楽の交換 な ど、潜在 的贈与者か ら施 しを

誘発す る通文化的な要因を指 す(Butovskaya,etc.2000:158-160)。 〈社会構築的解発因 〉と

は、歴史や戦争 に関す る勲章 ・宗教的 シンボル な ど、施 しを誘発す る文化特殊的 な要因を指す

(Butovskaya,etc.2000:158-160)。 施 しは また、対象地域の生業形態(農 業か否 か)や 政 治

体制(社 会主義か否 か)の 差異 によって も、潜在的贈与者の く平等 〉志 向の内面化 の程度 に基

づき、規定 され る傾 向をもつ とされ る(Butovskaya ,etc.2000:179)。

 これ ら一連の研究 の問題点は、施 し行動2)の 解 明が、贈与者 の側か らではな く、主 に 「乞食」

の側 に重点が置 かれ てきた ことである。贈与者の行動は物乞 いパ フォーマ ンスな ど周囲 の状況

に徹底的に規定 され る とい う視 点か ら描かれて きたのであ り、彼 ら自身の視点 に重点 を置いて

描かれては こなか った。 これ ら先行研究の分析か らは、〈偽善者 〉と してみ られ るこ との く気

まず さ〉な どステ ィグマに由来す る施 しへの躊躇 を超 えて、贈与者 は何 を得 るのか とい う問い

に答 えるこ とは困難だろ う。彼 らが経験す るく内的充足 〉に触れ ることな しに、施 し行動 の本

質を解 明す ることはできない。本稿では、 ウズベ キスタンの文脈 を踏 まえっつ、物乞いパ フォ

ーマ ンスだ けでな く贈与者 の主体性 に も重点 を置 き
、施 しをす ることで彼 らが何を得 るのか と

い う問い を行 為者 内部 か ら考察す ることを 目的 とす る。

 そ こで本稿で は、 まず、 〈乞食 〉〈物乞い 〉〈施 し〉とい う3つ の概念 に焦点 を当てる。第

1に 、施 しはく乞食の物乞い 〉に対 して行われ る訳だか ら、〈乞食 〉 とく物乞い〉 とい う2っ

の概念が現代 ウズベ キス タンの文脈 で どのよ うに認識 され てい るか についての考察 を深 める必

要があ る。第2に 、 〈乞食 の物乞 い〉に対 して行 われ るく施 し〉は、他 のイスラーム世界の諸

地域 で広範 にみ られ るよ うに、〈施 しをめ ぐる行為 の諸規則(=宗 教規範)〉 に規定 され るこ

とが推測 され る訳だか ら、〈施 し〉とい う概念 が同様 に どの よ うに認識 され てい るかについて

の考察 を深 める必要がある(5節)。

 次に、〈物乞い 一施 し〉交渉 とい う実際 の相互行為場面に焦点を当てる。第1に 、相互行為

の中での実際の施 しは具体的な 「乞食」 の物乞い に対 して行 われ る訳だか ら、彼 らのく物乞い

パ フォーマ ンス(=物 乞いの方法 として観察 され る主張、外観、身体の所作な どそ の総体)〉

を分析す る必要 がある。第2に 、具体的 な 「乞食」の物乞 いに対 して行 われ るく実際の施 しの

あ り様 〉をく施 しの動機 付け 〉とく施 し行動の観 察 〉か ら分析す る。 そ こでは、<言 説 的なふ
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るまい〉と観察の中で発見され るく行動を実際に呼び起 こす条件〉との落差に注 目する(6節)。

3.調 査の期間 と方法

 調査の期間は、2002年 か ら2003年 の間の約7ヶ 月間である。調査の方法は、参与観察 と聞

き取 りで ある。物乞いの主張 内容の聞き取 りは、17人 の 「乞食」か ら行 った。使用言語 は、ウ

ズベ ク語 とロシア語 である。〈物乞 い 一施 し〉交渉に関 しては、17の 事例 を観 察 した。以上の

対象 は無作為に選択 した。ただ、後者 の相互交渉の観 察では、対象 とな る 「乞食」 をウズベ ク

人のみに限定 している。多民族都 市タシュケン トにおいて、 ウズベ ク人の 「乞食」のみ を対象

とす る理 由はく民族 的え こひい きethnic nepotism>(Butovskaya,etc.2000)の 可能性 を分析

か ら排除す るためである。その ことに より、施 しの可能性 が対等 とみな しうる同一民族内 にお

いて、民族 を理 由としない施 しの論理 を析 出す ることを試 みた。

 一方 、〈乞食 〉〈物 乞い〉〈施 し〉をめ ぐるイ メージ と認識 に関 して、男女24人 に聞 き取

りを行 った。回答者の職業 は、学生、露店商 、無職、 日雇 い労働者、車の整備 工、警察官、会

社員 、ダンスの先 生、ムッラーmulla(イ スラー ム知識 人)、 教員、年金 生活者であ った。施 し

の頻度をめ ぐるア ンケー トでは、10～80代 の男女85人 に聞 き取 りを行 った。回答者 の職業 は

上記に加 え運転手 と軍人であった。施 しの動機付 けに関 しては、男女22人 に聞き取 りを行 っ

た。 回答者 の職業は、上記(整 備工 とム ッラーを除 く)に 加 え、食 堂従業員、語学講 師、スポ

ー ツ ・セ ンター講師、主婦 、作家、銀行 員であった。以上の対象 は基本的 に無作為に選択 した

が、男女比 と世代分布 があ る程度均等 にな るよ うに試みた。

4.調 査地概要

 独立以降、首都 タシュケ ン トは ソ連型 とは異なるく新 しい近代 〉の恩恵 を唯一享受 している

相対的 に裕福 な地域で ある。 その街並みは、単調 な旧 ソ連型の集合住宅群や広い道 路な ど一見

閑散 とした印象 を受 けるが、スラ ヴ系住民の割合 が高い ソヴィエ ト・ヨー ロ ッパ風の新市街 を

中心 に華やかだ。 ソ連時代の遺産 として現在 で も、教育 ・文化組織 が数多 く集まっている。 ま

た、体制転換後 のタシュケ ン トは、非現地人 ロシア語話者の割 合が高い ことか らそれ への反発

が高 ま り、ウズベ ク民族主義の中心地 の1つ となった(Agadjanian and Makarova2003:463)。

本稿 では、ウズベ ク人 の割合が高いタシュケン ト旧市街 ・S地 区のGバ ザール とそれに隣接す

るモ スクを主要な調査地 とした。 そ こは、商売人の呼び声や大音量の音楽 、羊肉を焼 く煙や匂

いな ど新市街 とは異 なる喧騒で賑わ う場所で ある。

5.〈 乞食 〉〈物乞い〉〈施 し〉をめ ぐるイメー ジと認識

(1)〈 乞食 〉〈物 乞い〉のイ メージ と認識

 ソ連時代の 〈乞食 〉といえば、中央 アジアの くジプシー 〉 ・ル リで あった といわれ る。2度

の戦 後(第2次 世 界大戦 とア フガ ニス タ ン戦争)に 急 増 した傷疲 軍人や 、 デル ヴ ィー シ ュ
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dervish(ス ーフィー教団の住所不 定の修行者)が 時に物乞い を していた とも語 られ る。

 ソ連時代 はくモ ノは少 ないが物価が安 く生活 が安定 していた 〉時代 だった といわれ るが、当

時の〈乞食 〉をめ ぐる上記 のよ うな社会 的表象 の背景には2つ の歴史 ・社会=文 化的要因があ

る。 第1に 、集団化政策 による労働 義務化お よび近代(産 業推進)化 政策に よる雇用増加の結

果、現実 に生活水準が向上 した点であ る。第2に 、 ソヴィエ ト近代 は因習 ・慣習 との闘争の時

代だった と指摘 され るよ うに(Northrop 2003な ど)、 〈物乞 い〉も克服 され るべ き〈悪習 〉

として犯罪化 され た点である。ウズベ ク社会主義共和 国内務省 は、1971年 、当時 も根強 く活動

していた とされ るデル ヴィー シュの物乞 い活動 を主に取 り締 ま り、彼 らを定職 に就かせ るよ う、

「放浪 に対す る闘争 を高めることに関 して」 と題す る法案 を提出 した(Ro'i2001:582) 。 これ

はまた反イス ラーム(無 神論)だ けでな く労働力の合理 的動員 を 目的 と していた。 これ ら政策

と生活 をめ ぐる変化 の結果、ソ連時代、「タシ ュケン トで物乞い をす ると逮捕 されていた。健 康

な ら必ず働 かなけれ ばい けなかった」(ウ ズベ ク/60代/男 性)、 「物乞いをす る必要 はなかっ

た」(左 同/30代/女 性)、 「物 乞いす るこ とは恥ずか しかった」(左 同/左 同/男 性)な どと語

られ る。

 では、体制転換後の タシュケン トにお ける 「乞食 」の概況 とそれへのイメージお よび認識 を

みてい こ う。以下で示す現地 の新聞記事(Abudullaev 2003)は 、 「乞食」の現状 とそれに対す

る現地人の一般的心情 をよく示 している。

 昔 、乞食tilanchiは ふつ うバザールでみかけ られ るだ けだった。現在彼 らを路上、地 下

鉄 出 口、駅や公共の場でみかける ことは当た り前になった。最 も残念 なのは、昔 この こと

をル リだけが していたのに、今 では ウズベ ク、 ロシア、他 の民族 の人 々が物乞いを してい

るのをよ くみか けることだ。彼 らが とても増 えた理由は、経済 が悪 くなったか らなのか、

お金 を稼 ぐのが簡 単になったか らなのか?…(省 略)… 。 買物 を してい る時、汚 い服 を

着 て 「施 しsadaqaを くだ さい」 といってい る数人の子供 をみかけた。 中年の女性 が施 し

を与 えよ うと財布 を出す と、彼 らは財布 を盗んだのだった。彼女 はその後声 を上げて 「あ

なた の家に火事 が起 こるわ よ。あなた たちに差恥 心はあるの?」 といった… だが、もう仕

方 なく、子供 たちはあちこちへ逃 げていた。(「乞食 に差恥心 はあ るか?」 『独立新聞』よ り)

 体制転換後の現在 はくモノは増 えたが物価 が上 が り生活が苦 しくなった〉時代だ とよくいわ

れ る。 「乞食」の概況は上記 のよ うに一変 し、現在 のタシュケ ン トで 「乞食」は ソ連 時代 か ら物

乞い を生業 とす るル リと体制転換 後にく転 落 〉した多様 な民族 か らなる人 々3)、の主 に2類 型

か らなる(和 暗2007)。 〈乞食 〉〈物乞い 〉のイ メー ジと認識 をめ ぐって聞 き取 りを行 なった

表1か らく乞食 〉のイメージをま とめると、以 下のよ うになった。それは、盲人、障害者、ル

リ、怠 け者、老人、子供 、赤 ん坊 を抱いた女性 、ロシア人のおばあ さん、身寄 りのない人、嘘

っ き、偽障害者、生活貧窮者 、富者な どである。彼 らが行 うく物乞い 〉は、[事例c]の よ うに、
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外観上障害がな く働 けるの に働 かないな どく排除対象 の乞食 〉(ル リ、怠 け者、偽障害者な ど)

の場合、否 定的に認識 されてい ることが多い。逆 に、[事例k、u]の よ うに、外観上働 けない と

推測 できるく救済対象 の乞食 〉(障 害者 、高齢者、子供 、赤ん坊 を抱いた女性 な ど)な ら、時

代 的共感 とともに肯定的 に認識 される ことが多い。

表1:〈 乞食 〉〈物乞い〉〈施し〉をめぐるイメージと認識(n=23。 筆者作成)

民族 性別 生年(年 齢) 職業 イメージ と認識

盲人や 障害者た ちには、あげます よ。働けない人 を助け
a ウズベ ク 男性 ?(10代 後 半) 学生

る必要があ ります。

b ウズベ ク 女性 ?(10代 後 半) 学生 お金?あ げるよ。なぜか?彼 らは困っているから。

私 た ち の メ ン タ リテ ィー は い つ も乞 食tilanchiに 反 対

してきま した。なぜな ら、 この人た ちはいつ も私た ちの

C ウズベ ク 男性 ?(20代) 学生 民族に恥 をかかせて きたか らです。障害者 は許せますが、

四 体 満 足to'rt mijjasi sog'の 人 が物 乞 い を して い る こ

とは考え られ ません。

お店によ く来るよ。お金は、あげます。宗教でそ ういわ
d ウズベ ク 男性 ?(20代 半 ば) 露店商

れ て い る か らです 。 ス ンナsunnat(預 言者 言行)だ よ。

試験に受か りたい とか、そ うい う心配事がある時に、バ

ス 停 な どの場 所 で ル リ!o'liが 来た ら、サ ダ カsadaqa(施

e タジク 男性 ?(20代) 無職 し ・任 意 の 喜捨)を しな くち ゃ 、 と思 い ま す。 あ と、 友

達が死ぬ夢 とか、そ うい う悪 い夢 を見た時 も、必ずサ ダ

カ を します 。

f ウズベ ク 女性 ?(20代) 学生 あげます。 善行です。

私 もあ げ ます 。 ル リの 人 た ち は 、パ ス ポ ー トを持 って い

g ウズベ ク 女性 ?(20代) 学生 な し、仕事 につ けないか ら、物乞 いをしているのか も し

れ な い わ。

乞 食gadoyに はい ろい ろな種 類 が あ ります 。 例 え ば 、盲

人や障害者は多いですね。彼 らは働 けないので助 けなれ

h ウズベ ク 女性 ?(20代) 日雇 い労働者 ばいけませ ん。 また、体が元気 で働 けるのに、障害があ

るようにみせ て物乞いをする人もい ます。そ うい う人た

ちやル リのよ うな怠け者には、あげません。

乞 食tilanchiと い うと、目の 前 に 、破 れ た 服 で 、老 人 か 、

1 ウズベ ク 男性 ?(30代) 日雇 い労働者 子供か、赤ん坊 を抱いてい る女性 が浮 かびます。物乞い

は今 とて も広まっています。嘘つきで金持 ちの乞食 もい
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.J

k

1

m

ウズベ ク

ウズベ ク

ウズベ ク

ウズベ ク

男性

女性

女性

男性

?(30代)

?(30代)

?(30代)

?(40代)

車の整備 工

露店商

露店商

警察官

ます が、本 当の乞食はバ ザールで よくみかけます。あ る

盲人 の乞食 と会った ことがあ ります。彼 の顔 には、貧 し

さがに じみ出ていま した。彼 にとって この世 の中が真 っ

暗 で、目がみ えない とい うこ とが、私の心に憐れみ を感

じさせ ます。彼は この方法で しか、お金 を稼 げませ ん。

可哀想だか ら、お金 をあげます。 手や 足が動かない し、

働 けないで しょ。ル リみたいな、怠 け者にはあげません。

ル リのオー ミーンomin(祈 りの際の洗顔の よ うな動 作)

は受 けない方が良い とい う人 もいます。彼女たちは、 口

だけで祝福の言葉tilakを 述べ、心では何 も思っていな

いか らです。あ と、子 どもが入学試験 を受 けた り、お父

さんが病気だった りす る時 に、あげることもあります。

あげな くて も悪 いことが起 きる訳 ではないですが、あげ

ます。 ウズベク人は、今経済 も悪 い し、仕事 も少ないけ

ど、で も、あげます。なぜか?善 行 だからです。左 に悪

行 を数 える天使 がいて、右に善行 を数 える天使がいて、

右側が多い方が良いのです。親や 隣人 たちか ら、小 さい

頃か ら聞いていて、みんな知っています よ。

働 けない人を助 けてなくてはいけませ ん。私たちの国で

年金がい くらか知 ってい るの?

美 しい娘 とか、好青年 には、邪視yomon ko'zが 来ます。

美 しくない娘には来 ないわ。特 に、子供たちに、邪視が、

そ うい う目が来ないよ うに、サダカを します。イ ッスル

クissiriq(民 間治療な どで使われる草)も 使 います。

火で燃や して邪視 をなくすんです。悪い夢 をみて も乞食

nishiyに サダカを しない といけません。悪 い事が起 こら

ない よ うに。サダカを しない と夢が実現 して しま うこと

が あるか らです。誰 かか ら邪視を受けていると悪い夢を

みやすいか もしれ ないですね。

独立後の ウズベ キスタンは経済を作 らなけれ ばい けない

大変な時期にあ ります。物乞いをするのは家族で面倒 を

み る人がいない貧 しい人た ちですが、楽 を してお金を稼

ぐために嘘をつき騙 して物乞いをする人たちも増 えてい

ます。本当に貧 しいか どうかは、みればわか ります。
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n ウイグル 男性 ?(40代) 会社員

憐れみ の気持 ちです。障害のある人やす ごく年 をとって

いる人だったら、お金をあげます。元気なのに 「お金 を

くれ」 とい う人 もい るけ ど、彼 らにはあげませ ん。

O ウズベ ク 女性 ?(40代) ダンスの先生

あそ こに座 ってい る人がい るで しょ。 もしあなたがお金

をもっているなら、あ一い う病気 の人や老人、子 どもが

いる寡婦、 自分 で生活がで きない人たちにお金をあげな

くて はいけませ ん。 あなたはお金 に困ってないで しょ

う?あ なた も少 しあげなくてはいけませ ん。 もしあなた

がお金 を持 っているのにあげなかった ら、あなたが して

いるこ とは上手 くいかな くなるで しょう。悪 い夢 をみた

時 も、その夢が実現 しないよ うにサダカを しなくてはい

けません。そ の夢の内容を他人 にい ってはいけない し、

水の流れ る場所でその夢を思い出 して、家を右足か ら出

て、その後でサダカを します。

P ウズベ ク 男性 ?(50代) 会社員

お金 をあげ る理 由?善 行だか らです。 ウズベキスタンで

物乞い をす ることは商売みたいな ものです けど、で も、

みんなあげ ます。

q ウズベク 男性 ?(50代 後 半) 露店商
もちろん、いつ もあげます。 お金 はあげ なければいけな

い。預言者がそ ういっています。

r ウズベ ク 女性 ?(50代) 露店商

乞食tilanchiは とて も多 くな りました。いつ もバザール

で1人 の女性 をみか けるのですが、彼女 は赤ん坊を抱い

ていて、子供 はいつ も寝ています。暑 い太陽の 日も汚い

服で施 しを求めています。人生が本当に嫌 にな ります。

子供の将来が どうなろ うと関係 ないみたいです。

S ウズベ ク 女性 ?(50代 後 半) 露店商
もちろん、あげます。必ずあげます 、もしお金があれば。

サ ダカです。

t ウズベ ク 男性 ?(50代 後 半)

 ム ッラー

mulla(イ ス ラ

ー ム知 識 人)

ル リや 乞 食sadaqachiに はお 金 をあ げ な い。 彼 らは 、働

け る し、働 か なけ れ ば な らない か らで す。 良 くな い ひ と

た ち だ 、怠 け者 だ 。 盲 人 に はお 金 をあ げ な くて はい け な

い 。 盲 人 た ち は、 働 け な い か ら助 け ない とい け な い し、

天 国 に 運 ん で くれ る人 々 だ 。 ムハ ンマ ドが そ うい って い

る し、ハ デ ィー スhadis(預 言者 言 行 録)に 書 いて あ る。

u タジク 男性 ?(60代 後 半) 教員
私た ちは今独立 して貧 しい時期にあ ります。 これは避 け

られ ない。あなたたちにだって、 こうい う時期があった
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で しょう?ル リや健康なのに働 かない人には、あげませ

ん。彼 らは働 かなければいけない。盲人や体が不 自由で

働けない人 は援助 を必要 としているか ら、お金 をあげる

必要があ ります。

朝起 きて、ちょっと悪 い夢 をみた り、すご く良い夢をみ

た ら、実 現 しな い よ うに 、そ れ か 実 現す る よ うに、 サ ダ

V ウズベ ク 女性 ?(60代) 年金生活者
カ を します 。1番 良 い の は、 ル リで は な く、 盲 人 や 体 の

不 自由な人にあげることです。そ うい う人た ちがいない

時 は 、乞 食tilanchiに あ げて も良 い。(な ぜ?)天 国 に

近いか らです。

私はお金をあげなければいけませ ん。 クルアーン とか、

イス ラームのことを少 しで も知 ってい る人にはお金 をあ

W ウズベク 女性 ?(70代) 年金生活者 げ ます 。 けれ ど、 イ ス ラー ム の こ と を知 らな い人 には 、

ノンnon(パ ン)し か あ げ ませ ん 。 な ぜ あ げ るか?私 が

死んで神様の所に行 く時、 日陰 に行けるか らです。

(2)〈 施 し〉をめ ぐる認識

 ウズベ キスタンのイスラー ムは、ペ レス トロイカ後期(1989年)に 公式表 明 された 「反イ ス

ラーム政策の停止 」(小 松2000:440)を 契機 に広範に再生 した。この再生 したイス ラ0ム は、

独 立後 のく反 ロシア・ソヴィエ ト〉やく真正 な ウズベ ク〉の価値 を希求す る時代 的風潮 の中で、

自文化の見直 しや そ こへの 自然な回帰 として人々の生活 へ深 く浸透 していった。こうしたなか、

ロシア革命後 に徐 々に薄れていった とされ る施 しの習慣 も体制転換後の経 済悪化 と一層の生活

苦 とに連動す る形 で復活 してきている、 と広 く一般 に認識 され てい る4)。

 〈施 し〉を意味す るウズベ ク語 は、他 のイ スラーム世界 と同 じく、<サ ダカsadaqa>の 語

が用い られ る。だが、イス ラーム世界一般 で くサダカ〉が く施 しな ど慈善行為一般 〉までを含

むのに対 し、現代 ウズベ キスタンで はく乞食 への施 し ・任意の喜捨 〉に意 味が限定 され る こと

が多い。サ ダカの意義 とその実践の推 奨は、現在 、金曜礼拝での説教やそ の収録カセ ッ トな ど

を中心 とす る言説 の流布 によ り、人々の意識 の上 で広範に浸透 している。 では、〈施 し〉概念

が実際 にどの よ うに人 々の間で認識 され ているのか をみてい こ う。

 まず 、施 しの頻度 をめ ぐるア ンケー トによれ ば、施 しへの否定 的見解は全体の約2割 ほ どで

あった。 この結果 がタシュケ ン ト全体 の施 しに対す る実態 そのものを必ず しも代表 してい ると

はいえないが、〈施 し〉をめ ぐる認識 の傾 向 とその枠組み を示唆 してはい よう。

 次 に、既 出の表1か らは次の5点 がわか る。 〈施 し〉は、第1に 、[事例e、j、1、 o、 v]の よ

うに、 「邪視」 「悪い夢」に よる災いの実現な ど現地 ムス リム間で流 通す る因果解釈 と関連 しな
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が ら、心配事や不安 を解消 し日常生活 を滞 りな く過 ごす有効 な手段 と認識 されてい る。第2に 、

[事例d、f、 j、 p、 q、 t、 w】の よ うに、 「宗教」 「ス ンナsunna(預 言者言行)」 「善行」 「天使 」

「神」 「日陰(=天 国)」 な どの表現を伴い、イス ラームの秩序 によ り死後に天 国へ行 くための

重要 な手段 とも認識 され てい る。第3に 、それ は、イス ラームの規範上では推奨行為だが、彼

らの語 りではく富者 の(宗 教的)義 務 〉であるか のよ うに認識 され てい る。第4に 、[事例t、

v]の ように、ハデ ィースhadis(預 言者言行録)な どの規定5)に 従 う形 で、障害者、生活貧窮者、

病人、老人、寡婦 などく社会的弱者 〉の優先 的な保護 をイス ラームが命 じてい ると理解 されて

い ることがわかる。その際、〈施 し〉は、親 戚や 隣人 な どへのムル ヴヴァ トmuruwat(手 助

け)後 の段階での行為 だ とい う認識 も共有 されていた6)。 第5に 、[事例m、w】 の よ うに、<施

し〉の対象 を決 定す る要素 として、「乞食 」の宗教性や外観上 の貧窮 さな どが重要 だ とす る認識

もみて とれ る。その他 、[事 例p]に 象徴的 なよ うに、〈対象 を限定せず誰にで も施 しをす る〉

とい う社会通念 も同時に存在 してい る。

6.〈 物乞 い 一施 し〉交渉

(1)「 乞食」が選択す る物乞いの方法一 主張、外観、身体の所作

 ここでは、実際の相互行為場面 の中で 「乞食 」たちが選択す る物乞 いの方法(主 張、外観 、

身体の所作)に 着 目す る。彼 らは、施 し獲得のために、物乞いパフォーマ ンス全体を通 して、

どのよ うなメ ッセー ジを潜在 的贈 与者 に提示 しよ うとしてい るのか。 それ を明 らかにす るため

に、主張内容 と外観 、身体の所作を記述 し、それぞれ の戦略 を分析 してい く。

 まず 、物乞いの主張内容(n=17)を ま とめた表2を み る と、以下 の訴 えがあ ることがわか る。

第1に 、結婚、健康 、願望 な ど〈①報恩 の とりな し〉である。第2に 、イス ラーム的 なイデ ィ

オムの積極的な利 用 とその価値世界への積極的 な乗 り込みに よる、長寿、交通安全 、災い回避

な ど〈② イスラーム的な主張による報恩の とりな し〉であ る。第3に 、食費、援助 、善行 とし

ての施 しの要求 な ど〈③金 品贈与 の直接 的依頼 〉である。第4に 、身寄 りの なさ、貧 困、本 当

の乞食、障害者 、寡婦、孤児 な ど自らの 〈④境遇 と属性 〉で ある。 これ らは、単独 で も、組み

合 わ された形で も、主張 され る。前者の場合 、① と② が各3例 ずつ[事 例H、1、P/B、 K、

L]で あった。後者 の場合、①+③ と③+④ が各1例[事 例D/A]、 ②+③ が2例[事 例E、Q]、

②+③+④ が7例[事 例C、F、 G、 J、 M、 N、0]で あった。

 以下では、上記の うち7例 が観 察 され た主要 な組み合わせパ ター ン(②+③+④)を 分析 の

題材 とし、このパ ター ンにみ られ る戦略について分析する。具体的 には、物 乞いの戦略が最 も

わか りやす く提示 されている[事例C】(④ →③→② の順)を 取 り上げ る。

 ここか ら次 の3点 がわか る。第1に 、彼 は、「私 は 目がみ えず、手 も動 かず、何 も仕事 をす る

こ とができません」 と述べ(④)、 自身の未 知性 を少 しで も解 消 しよ うとす る。また、目がみ え

ず働 けないく私 〉を語 ることに より、 目がみ え働 けるくあなた 〉が対置 され、両者 の間に伏在

している優劣関係 の鮮 明化 も試 み られ る7)。 この背景には、表1の[事 例k】のよ うに、現代 ウズ
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ベ キスタンでは各種社会保 障が不十分 だ とい う共通認識 がある
。その結果 、同時代人 と しての

く感傷の共同体 〉が制定 され うる。第2に 、彼は、 「私 にお金 を与 えるな ら」 と述べ(③)、 鮮

明化 され た優 劣関係 を一層深 め、現地 ムス リムの間 で 自明視 され るく富者 の義務 〉 とい う道

徳 ・宗教規範が あてはまる関係 を創出 しよ うとす る。 この試みは、ムス リム としての敬度 な信

仰の意 味を問 うこととほぼ同義で ある。第3に 、彼 は、「皆 さんのお金 に神 がバ ラカbaraka(神

の恩寵)を 与 えます よ う、 ドゥオduo(個 人的な祈 り)を します 」と述 べ(②) 、〈宗教の共 同

体〉を創出 しよ うとす る。 ここでは、潜在的贈与者 に報恩の と りな しを一方的に約束す るこ と

で負い 目感 情の付 与が、また返礼能 力を示す こ とで報恩期待 の高揚 が図 られている。つ ま り、

潜在的贈与者 に施 しの契機 を付 与 しようとす る営為がみて とれ る。 この よ うに析 出 され る主張

内容の戦略は、アメ リカ都 市のユダヤ人社会での施 し行動 を分析 した社会学者ヘイルマ ンの主

張 と重なる(Heilman1975:373)。

 次に、実際 の相互行為における 「乞食」の外観 を観察す る と、以下の ことがわか る。高齢 男

性の場合 、 ドッピdoppi(民 族帽)や サ ッラsalla(タ ーバ ン)を 被 り、タス ピtaspi(数 珠)

を手に持 ち、年長者 の威厳 を示す 白い顎髭 を生やす な ど、イス ラーム ・民族的な要素が強調 さ

れているこ とが多い。彼 らは 自らの外観 を積極 的にデル ヴィーシュのそれへ と近づけているか

にみえる。女性 の場合 も、 ヒジ ョブhijob(宗 教 スカー フ)や ル モルro'mol(民 族 スカー フ)

を被 るな ど、イス ラ0ム ・民族的な要 素が強調 され ることが多い。

表2:物 乞いの際の主張内容(n=17/筆 者作成)

民族 性別 生年(年 齢) 場所 主張内容

A ウズベ ク 女性 ?(50代) 繁華街

パ ンのために助 けて くだ さい。家族 もいない し、誰 も助

けて くれ ません。お金があ りません。食べる ものもあ り

ませ ん。本 当の乞食です。嘘 ではあ りません。

B ウズベク 女性 ?(?) バス停留所
無事 に着 いて くだ さい。 神 自 らが あ な た た ち をバ ロbalo

(災 い)か ら守 ります よ うに。

C ウズベ ク 男性 1956(47) バス停留所

私 は目がみ えず、手 も動かず、何 も仕事 をす ることがで

きません。 もし私 にお金 を与 えるな ら、皆 さんのお金 に

神がバ ラカbaraka(神 の恩寵)を 与 えます よう、 ドゥオ

duo(個 人的な祈 り)を します。

D ウズベ ク 女性 1969(34) 駐車場
みな さんが帰 りの道路で交通事故 に遭わないよ うに祈 り

ます。 サダカ(施 し ・任 意の喜捨)を くだ さい。

E ウズベ ク 女性 ?(40代) バ ザ ー ル サダカをすれば、天国に行 けるよ うに ドゥオを します。

F ウズベク 女性 1954(49) バザール
私 は孤児 を養 っています。で きれば、サダカをくだ さい。

あなたの思っているこ とが、上手 くいきます よ うに。
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夫が死 んで、弟 も妹 も病気 です。私には子供 もい ません。

ア ッラー の道 において助 けてくだ さい。 あなたの家族や
G ウズベ ク 女性 ?(50代) バザール

親 戚に病気の人がいれば、その病気が治るよ うに ドゥオ

を します 。 サ ダカ を くだ さい。

H ウズベ ク 女性 1940(63) バザール ドア を 開 けて 、 花 嫁 が 入 る よ 、入 る よ、 入 る よ。

1 ウズベ ク 男性 1922(71) バザール 稼いだお金 がすべて結婚式に使 われます ように。

父 も母 もいません、私は孤児です。 ノン(パ ン)の お金

J ウズベ ク 女性 1991(12) モ ス ク を出 して 帰 っ て くだ さい。 ア ッラー が 満 足 します よ う。

みつけて、手 に入れた ものにバ ラカがあ りますよ うに。

K ウズベク 女性 1970(33) モ ス ク 出 された手が病気 にな らないよ う、ア ッラーに頼み ます。

アッラーが満 足 します よ うに。 あなたのな された どんな

願いで も叶います よ うに。一?一 。子供た ちの幸福 を
L ウズベク 女性 1966(37) モ ス ク

見 られ ます ように。 なされた ドゥオが受 け取 られます よ

うに。みつけた ものが結婚式で使 われ ます よ うに。
     ●

障害者 を助 けて くだ さい。ア ッラーがあなたた ちを助 け
M ウズベ ク 女性 ?(40代) モ ス ク

ます よ うに。

私には孤児がいます。 サダカ をくだ さい。子供た ちも一

N ウズベ ク 女性 1945(58) モ ス ク 緒に ドゥオ を します。稼 いだお金がバラカのお金になる

ように神 に頼みます。

あ と4日 後 に、年金が出ます。それまで食 べ られ ません。

0 ウズベ ク 女性 ?(60代) モ ス ク 神の道 にお いてサダカを ください。1つ くれたサ ダカが

1000と な っ て返 る よ うに 、神 に頼 み ま す。

いつ も元気 で、そ してあなたが考 えている ことが上手 く

P ウズベ ク 男性 ?(10代) モ ス ク

い きま す よ うに。 お 兄 さん。

私 へ 与 え られ たエ フ ソ ンehson(モ ス クや イ ス ラー ム知

識人、生活貧窮者な どへの任意 の喜捨)を ア ッラー が受

け取 りますよ うに。な された祈 りが許可 されます よ うに、

長生 きしますよ うに。 どんな願 いであなたがサダカを与
Q ウズベク 男性 1967(36) モ ス ク

えた と して も、 そ の願 い へ とア ッラー が到 らせ ます よ う

に。私へ与え られ たエ フソンがあなたの顔の保護 とな り

ます よ うに。 あ な た の ダ ス トゥル ホ ンdasturxon(テ ー

ブル クロス)に ある良いバ ラカが減 りません よ うに。

最後に、「乞食」の身体所作には、潜在的贈与者に対 し積極的な働きかけをほとんどしない場
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合 と、す る場合 とがあ ることが観察 され る。 前者 の場合、座 り姿勢で無言で あることが多い。

具体的には、下 を向 く、お椀型 の手 を出す、赤 ん坊 を抱 く、苦境(④)を 書いた紙 を置 く、ハ

ンカチや松葉杖な どの道 具を置 く、障害 をみせ る、が主流であ る。 ここでの戦略は、第1に 、

「乞食」 の 目線の位 置が潜在的贈与者 と比べて低 い、つま り姿勢 の低 さによる従属 の提示で あ

る。 第2に 、所作すべてが潜在的贈与者 に対 して憐れみ を喚起 させやすい、つま り印象操作に

よる憐れみ の誘導であ る。後者(積 極 的な働 きかけをす る)の 場合、立 ち姿勢 で言葉 による主

張がな され ることが多い。具体的には、 ドイラdoyraな ど民族楽器 を演奏す る、民謡 を歌 う、

ドゥオをす るな どが主流 である。 ここでの戦略は、第1に 、「乞食 」の 目線の位 置が潜在的贈与

者 のそれ と比較 して大差 がない、つま り姿勢 の対等 さに よる関係 の対等 さである。第2に 、民

族音楽や ドゥオに よる〈民族 ・宗教の共 同体 〉創出の試 みである。つま り、 自己演 出による印

象 の操作や一方的で積極的な働 きかけによる負い 目感情 の付与 な どを通 して、潜在的贈与者 に

施 しの契機 を付 与 しよ うとす る営為 がみ て とれ る。

(2)施 しの動機付 け と行動

 では、実際の相互行為場面の中での施 しのあ り様(動 機付 け と行動)に 着 目しよ う。贈与者

は、何 を思 って施 しを してい るのか。まず 、通行 人が施 し直後 に語った動機付 け(n=22)を ま

とめた表3を みる と、以 下の理 由が認 められ る8)。 第1に 、邪視 による災いな ど現地ムス リム

の間で流通す る因果解釈 とも関連 しなが ら、 「頭痛 の解消」 「悪い夢をみた」 「ノンnon(パ ン)

の売れ行 き」「良い娘 との結婚 」な ど、日々の暮 らしの中での不安解消や願望成就のためである。

第2に 、 「善行 だか ら」 「ムス リムだか ら」 「心がきれい になるよ うに」 「悪行の解 消」な ど、 自

らの宗教生活 のためであ る。 これ は、サダカの意義 と関連 し、ムス リム としての敬度 な信仰の

意味 を問い直す 作業 といえる。 しか し、[事例 ソ、ラ]の よ うに、 「小銭 があるか ら」 「心が痛 く

て」な ど、施 しは常にサダカの意義だ けに基 づいてなされ る訳 ではない。

表3通 行人による施しの動機付 け(n=22。 単位はスム。筆者作成)

民族 性別 生年(年 齢) 職業 施しの金額 動機付け

イ ウズベ ク 男性 1985(18) 学生 20 大学 に入れ るよ うに。

口 ウズベ ク 女性 1982(2!) 花屋店員 10
年 をとった乞食の ドゥオ(個 人的な祈

り)を して もらえば、良 くな るか ら。

ノ＼ ウズベ ク 女性 1979(24) 露店商 20
最近仕事 も悪 くなった し、頭 も痛いの

で、そのために。

二 ウズベ ク 女性 1974(29) 主婦 25 昨 日悪い夢をみたか ら。

ホ ウズベ ク 男性 1981(22)
ノ ン(パ ン)

  売 り

20 善 行 の た め 、ノ ンが 早 く売れ る よ うに。
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生活がもっと良 くなるよ うに.良 い娘
へ ウズベ ク 男性 1980(23) コ ック 20

と結婚 できるように。

善行 のために。彼 らを助 けない とすれ
ト ウズベク 男性 1975(28) 会社員 50

ば、誰 が助 けるんですか?

チ ウズベ ク 女性 1968(35) 裁判所職員 100 善行のため、両親が健 康になるよ うに。

商売が良 くなるよ うに、私 が10ス ムあ

げた ら、 ア ッラー が100ス ム私 に くれ

リ タジク 女性 1966(37) 露店商 10

るように、世界が平和で子供 たちが元

気 で い られ る よ うに。

タシュケ ン トに出張で来たのです が、

ヌ ウズベ ク 男性 1967(36) 銀行員 20 明 日仕事の昇進試験 を受け るので。善

行 の た め に も。

ノレ ウズベ ク 男性 1965(38) 教員 20 善行のため、心がきれいになるよ うに。

息子が タシュケン トで働いているの

ヲ ウズベ ク 女性 1960(43) 主婦 10 で、み に来ま した。息子がいつ も健康

で い られ る よ うに 、 あ げ ま した。

ワ ウズベ ク 女性 1954(49) 教員 20 善行 のた めに。悪行 がなくな るよ うに。

今私 はお金に困っていない し、彼 は困

っ て いた で しょ う。 お金 が あ るか ら、

あげま した。神はいろいろな善行をみ

カ ウズベ ク 女性 ?(40代) 露店商 50
ています。そ うい う人たちに必ずお金

を出 さなくてはいけませ ん。彼 らのた

めにではなく、神に金を出 します。

ビジネスが良くな るように。サダカ(施

ヨ ウズベ ク 男性 1962(41) 会社員 20 し ・任意 の喜捨)を あげた ら、良い結

果が来るこ とをす ぐに感 じるので。

タ ク シー 運 いっ も道 路で車 を運転 しているので、

タ ウズベ ク 男性 1961(42) 25

転手 バ ロ(災 い)か ら守 られ る よ うに。

レ タジク 女性 1953(50) 露店商 10 商売が良 くなるよ うに。

ソ メテ ィ ス 女性 1944(59) 年金生活者 20 いつ もあげます。今小銭があるので。

息子が こっちで勉強 しています。家族

をア ッラーが守 るよ う、息子の所か ら

ツ ウズベ ク 男性 1951(52) 教員 25

無事にカシュカダ リヤ に帰れるよ う、

それ と国がいつ も平和で あるように。
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イスラー ムではサダカとエ フソン(モ

スクやイ スラーム知識人、生活貧窮者

な どへの任意の喜捨)を しなくてはい
ネ ウズベ ク 男性 1951(52) 教員 15

けない といわれます。私た ちはムス リ

ムだか ら、あげな くてはいけませ ん。

善 行 にな る よ うに と思 い 、助 け ま した。

国 が平 和 で あ るよ うに。 ア ッ ラー へ の

ナ ウズベ ク 男性 1937(66) 年金生活者 50 感謝の意味で。 乞食 も助 けな くてはい

け ませ ん 。

今結婚式か ら帰 ってきた ところで、あ

んなに年を とってい る人が物乞いを し
ラ ウズベク 女性 1932(71) 年金生活者 ノン1枚

て い るな ん て 、心 が 痛 くて 、 ノ ン をあ

げたんです。

(補足:[事 例 ソ]の 女 性の民族名称 である 「メテ ィス」 とは 「混血」の意。彼女 の場合、父

親が ウズベ ク、母親が タタール)

 次に、施 しの頻度(n=17)を ま とめた表4を みてい く。計測時間 は10分 間 とし、「乞食」の

年齢9)、 外観 の特徴、物乞いの方法、働 きかけの回数 、施 しの回数 の5点 に注 目した。計測 の

共通条件 は、Gバ ザール 、施 し頻度が高まる と予想 され る金曜 日(ム ス リムの祝 日)以 外 、14

～15時 、 ウズベ ク人であるこ との4点 とした。 〈施 しの回数 〉を分析の軸 と し、み ていく。

 表4で 、施 しを多 く獲得 した(5回 以上。2分 間に1回 以 上)の は、8人[事 例2～4、12

～14 、16、17】であ る。彼 らの外観上 の特徴は、障害、車椅子、ルモル(民 族 スカー フ)、妊娠、

衣服 の清潔 さ と不潔 さ、ハ ンカチ、 ドッピ(民 族帽)な どであ る。つ ま り、障害 とそれ に関わ

る道具 、貧困や母子家庭のイメージ、イスラー ム ・民族 的な要素 を析出できる。物 乞い方法 は、

お椀型 の手 を出す、例 えば ドゥオな どくイスラー ム的な主張 ・身体所作 による報恩 の とりな し

〉を行 う、 ラジカセで音楽 を流す、民族 楽器 を演奏す るな どだった。 同8人 中、積極的 な働 き

かけの動作遂行 が難 しい障害者[事 例2、4]を 除 く全員 が、言葉 による主張 と身体所作 との双

方 によ り物乞いを行 っていた。8人 の働 きか け回数は、0回 、1回 、11回 、62回 、58回 、80

回、56回 、音楽の継続 的演奏で あった。働 きかけ回数が少ない前3人 は、全員座 り姿勢で、障

害や妊娠 とい う外観 の特徴 を有 し、年齢25～37歳 であった。一方、働 きかけ回数が多い後5

人は、全員立ち姿勢 で、障害 とい う外観 の特徴 を有するか、年齢60歳 以上かであった。

 逆 に、施 しを多 く獲得できなかった(=1回 未満)の は、9人[事 例1、5～11、15]で あ る。

彼 らの外観 上の特徴 は、ルモル、裸足 、衣服の不潔 さ、手 の震 え、赤ん坊 、杖、障害、 ヒジ ョ

ブ(宗 教スカーフ)な どで ある。つ ま り、障害 とそれ に関わる道具、貧 困や母子家庭 のイメ0
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ジ、イス ラーム ・民族的な要素が認 め られ、上述 の施 しを多 く獲得 した 「乞食」 たちのそれ と

大差 ない。物 乞い方法 は、 〈イス ラー ム的 な主張 ・身体所作 による報恩の と りな し〉を行 う、

お椀型 の手 を出す 、苦境(④)の 説 明、障害の強調であった。 だが、同9人 中、言葉 による主

張 と身体所作 との双方によ り物乞いを行 う人 は3人 だ けであった。っ ま り、通行 人へ の働 きか

けが活発 だ とよ り多 くの施 しを獲得で きるが、それ が弱い と施 しをあま り獲得で きない。なお、

彼 らの姿勢 は座 り姿勢7人[事 例1、6～11】 と立 ち姿勢2人[事 例5、15]で あ り、施 しを多 く貰

った 「乞食」 の場合 と比べて座 り姿勢が多い ことが特徴 的だった。彼 らの働 きかけ回数 は53

回、1回 、0回 、0回 、1回 、0回 、0回 、0回 、30回 で あった。働 きか け回数 が少 ない(0

～1回)7人[事 例5～11]は 、全員が外観 上障害 を有 さず、年齢40～62歳 だった。一方、働 き

かけ回数 が多い(30・53回)2人[事 例1、15]は 、外観上障害がな く、年齢25・65歳 だった。

 これ ら相互交渉の中での施 し行動の観察 は、動機付 けとい うく言説 のふ るまい 〉とは別 に、

〈行動 を実際 に呼び起 こす条件 〉を明示す る10)。そ こでは以下の4点 がわかる。第1に 、通行

人 は障害や妊娠 な どく労働 の不 可能性 〉を暗示す る外観上 の特徴を有す る人 に施 しをす る傾 向

が非常 に強い。第2に 、通行 人は高齢者 に施 しをす る傾 向がある。 ただ し、高齢者で も、働 き

かけな ど施 し契機 の付与が十分であるこ とが必要条件 である。 これが不十分 だ と、施 しがな さ

れ ない可能性は高まる。第3に 、通行 人は、外観 上障害が観察 されない限 り、座 り姿勢 よ りも、

立ち姿勢 の 「乞食」に施 しをす る傾 向があ る。これ は、座 り姿勢(10人)で の働 きかけ回数(合

計66回)が 立ち姿勢(7人)で の回数(合 計287回+継 続)よ り大幅 に少ない こと、つ ま り

施 し契機 の不十分 な付与に起 因 してい ると解釈 できる。 また、立ち姿勢 で 「乞食」が差 し出 し

て くる手の位置 は座 り姿勢でのそれ に比べて施 しを与えやすい位 置(高 さ)に あ り、相 互行為

場面 にお ける2者 間の距離が施 し行動 に影響 を与 えている とも解釈でき る。第4に 、施 し行動

の こうした傾向 とは別 に、その時々の通行人 の思いつきな ど気分 によって も施 しはなされ る。

つま り、現実の多様 さが うかが える。

表4=物 乞いに対する施しの頻 度(n=17。 〈年齢 〉は通行人2人 が回答した「乞食」の推定年齢 の

平均値。〈働きかけ〉〈施し〉の単位は回数。筆者作成)

性別 年齢 外観の特徴 物乞いの方法 働きかけ 施 し

座 り姿勢。両手で ドゥオ(個 人

ル モ ルro'mol(民 族 ス カ ー フ)。 的 な祈 り)を す る。 〈 イ ス ラー

1 女性 25歳

裸足。衣服の汚れ。 ム的な主張による報恩の とりな

53 3

し 〉 を述 べ る。

障害(体 が硬直 し、全身が 「正
座 り姿勢。身体の所作 な し。主

2 女性 25歳 常」に動かないよ うにみ える)。
張無 し。

0 6

車椅子に乗っている。
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3 女性 37歳

ルモル。妊娠(お 腹が非常に膨

らんでいるよ うにみえる)。 衣

服 の清潔 さ。

座 り姿勢。お椀方に した右手 を

前方 に差 し出す。 〈イ スラーム

的な主張による報恩 のとりな し

〉を述べる。

1 io

4 男性 31歳

障害(上 半身が急 な角度で横に

曲が っている)。 灰色の ドッピ

doppi(民 族帽)。

座 り姿勢。お椀型に した右手 を

前方に差 し出す。 ラジカセで音

楽を流す。主張な し。

11 10

5 男性 35歳
青色の ドッピ。小刻みな手の震

え。衣服の汚れ。

立ち姿勢。お椀型 に した右手 を

前方 に差 し出す。 時に両手で ド

ゥオ をす る。 〈イ スラー ム的な

主張に よる報恩 のと りな し〉を

述べる。

1 4

6 女性 40歳 ル モ ル。 赤 ん坊 を抱 い て い る。

座 り姿勢。 自らの く境遇 と属性

〉とくイ スラーム的な主張によ

る報恩の と りな し〉を厚手 の紙

に書 いて置 く。身体 の所作な し。

0 4

7 女性 45歳 ル モ ル 。 杖 を置 い て い る。
座 り姿勢。 お椀型 に した右手を

前方に出す。主張な し。
0 0

8 女性 55歳 ノレモ ノレ。

座 り姿勢。お椀型に した右手を

前方に差 し出す。〈イスラー ム

的な主張 による報恩の とりな し

〉を述べ る。

1 1

9 男性 50歳

障害(両 手首がない)。 紫色 の

ドッピ。缶 を置いている。衣服

の汚れ。

障害の強調する(な い両手首を

前方に差 し出 し、みせ る)。 主

張な し。

0 1

10 女性 60歳

ヒジ ョブhijob(宗 教 ス カー フ)。

杖 を置 い て い る。衣 服 の清 潔 さ。

座 り姿勢。お椀型 にした両手を

前方 に差 し出す。主張な し。
0 4

11 女性 62歳 ル モル 。 杖 を置 い て い る。

座 り姿勢。 自らのく境遇 と属性

〉 と〈イス ラーム的な主張 によ

る報恩の とりな し〉を厚手の紙

に書いて置 く。身体の所作な し。

0 1

12 男性 60歳
白色の ドッピ。年長者の威厳 を

示す 白い顎髪。

立ち姿勢。両手で ドゥオをす る。

<イ スラー ム的な主張による報

恩の とりな し〉を述べる。

62 6
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立ち姿勢。両手で ドゥオをする。

13 男性 60歳 紫 色 の ドッピ。 〈イ スラーム的な主張 による報 58 16

恩 の と りな し 〉を 述べ る。

白色 の サ ッラsalla(タ ー バ ン)。 立ち姿勢。お椀型に した右手 を

左手で杖 を持っている。年長者 前 方 に差 し出す 。 〈イ ス ラ ー ム

14 男性 60歳

の威厳 を示す 白い顎髪。衣服の 的な主張による報恩の とりな し

80 5

汚れ 。 〉 を述 べ る。

青色の ドッピ。左手で杖 を持 っ
立 ち姿勢。右手で ドゥオをする。

15 男性 65歳 ている。年長者の威厳を示す 白 30 1

主 張 な し。

い顎髪。 衣服 の汚れ。

立ち姿勢。両手で ドゥオをす る。

タ ス ピtaspi(数 珠)。 年 長 者 の

16 男性 90歳 <イ スラー ム的な主張による報 56 8

威厳 を示す 白い顎髪。
恩 の と りな し〉 を述 べ る。

障 害(盲 目、 全 員)。 黒 色 と青 歩 き回る。 男性2人 が民族楽器

グループ 色 の ドッピ(共 に 男性)。 ル モ ル を演奏 し、その うちの1人 が民
50^一

17 (男 性3人 、 (女性)。 サ ン グ ラス(男 性)。 杖 謡 を歌 う。 もう1の 男性が両手 継続 18

60歳

女性1人) を腕にかけている(全員)。補助 で ドゥオ をす る。 女性 は何 もし

者(非 盲 目)同 伴 。 な い。

7.む す び

 本稿 の 目的 は、 ウズベ キスタンの歴史 ・社会=文 化的文脈 を考慮 した上で、<物 乞い 一施 し

〉交渉とい う相互行為場面を微視的に分析す ることにより、施 しをすることで人々は何を得る

のか とい う問いを行為者内部から考察することであった。

 まず、〈乞食〉〈物乞い〉〈施 し〉とい う3つ の概念がいかに認識されているかを検討 し、

次のことを明らかにした。ソ連時代の〈乞食 〉〈物乞い〉は、法的に禁止 された恥ずべき存在 ・

行為であった。現在のタシュケン トでく乞食〉はソ連時代に唯一物乞い活動を許 されていたル

リに加えて多様な民族からなる人々だと捉えられていた。彼 らは、その属性、つまり外観上の

く労働不可能性〉に応 じて、共感対象とも、逆に排除の対象 ともされた。前者の見方は、<乞

食〉〈物乞い〉を肯定的に評価するイスラームの秩序が再生 したことにより、〈施 し〉概念に

積極的な価値が付与 されるようになったとい う体制転換に伴 う価値転換に由来 した。 さらにく

商売乞食でも施 しをする〉とい う社会通念の存在 も指摘 した。後者の見方は、〈商売乞食 〉が

増加 した結果、それへの反発に由来するとみなせえた。

 ここから、第1に 、現代ウズベキスタンでく乞食〉〈物乞い〉の概念は、社会主義またはソ

連型の近代化政策に起源をもつこれらをく恥〉とする価値世界から、自己救済に不可欠なく助
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けるべ き存在 〉とす る価値世界 に属す るものへ と原則的 に移行 した と捉 え られ る。第2に 、 こ

の価値 世界 の積極的な意味転換 の背景 には、再生 したイ スラーム、なかでもく施 し〉をめ ぐる

サダカの規範 とその実践意義 の人 々による積極 的受容が あると考 えられ る。

 次に、〈物乞い 一施 し〉交渉 とい う実際の相互行為場面に着 目し、<物 乞いパ フォーマンス

 (主張 と外観 、身体 の所作)〉 とく施 しのあ り様 〉の2点 を検討 し、次 のこ とを明 らかに した。

前者で は、物 乞いパ フォーマ ンスを通 して、〈感傷 ・宗教 ・民族 の共 同体 〉な ど潜在的贈与者

との一体感 を志 向す るメッセージが提示 され ていた。 さらに、同パ フォ0マ ンスでは、イ スラ
ー ム的イデ ィオムの積極利用 な どサダカ の意義に基づきなが ら

、報恩 を予め一方的 に とりなす

とい う戦略 によ り、潜在 的贈与者 に負い 目感 情を付与す る、また返礼能力を示そ うとす ること

で、施 しの契機 を通行人に与 えよ うとす る営為がみて とれ た。後者 では、第1に 、<施 しの動

機 付け 〉として、サダカの意義 に基づいて、外観上 く働 けない 〉人々を助 けなければいけない

とい う現地 ムス リムの間で主流 な共助 の論理 が示 された。 さらに、 日常生活 における災い回避

や報恩期待な ど現地ムス リムの間で流 通す る因果解釈に基づ く論理 も、動機付 け としてみて と

れ た。第2に 、観察 され たく実際の施 し行動 〉を動機付 け と照合 した結果、動機付 け とい うく

言説 のふ るまい〉で説明 されなかったこ とは、座 り姿勢 よ りも、立 ち姿勢の 「乞食」 を施 しの

対象 と して より頻繁 に選択する とい う点だ った。 さらに、外観上 く働 けない 〉人 々への施 し行

動 に事例 を絞 り同一条件内での施 し行動 を比較 ・検討 してみ る と、彼 らの うち積極的な働 きか

けを活発 に行 な う人が施 しの対象 として選ばれやす いこ とが示 された。

 ここか ら、第1に 、実際 のく物乞い 一施 し〉交渉 では、再生 したイスラー ム的価値世界、つ

ま りサダカの意義 が物乞 いの際の根拠になる とともに実際に施 しをす る人 々の動機付 けに もな

っていた ことがわかる。第2に 、施 しは、サダカの意義や現地の因果解釈 に基づ く論理 に より、

他者への慈善 として、 またそれ以上に 日々の暮 らしの中で感 じる不安の解消な どく助 けるこ と

で助 けられ る〉 とい う自己へ帰す る営み として行われていた と考 え られ る。 これ がまた、施 し

をす ることで贈与者が得 る可能性 のあるく内的充足 〉の核 をなす ものだ とも捉 え られ る。ただ、

表3の[事 例 ラ]の 「心が痛 い」な どく憐れみ 〉と呼び うる感情 に起因 した 「選択以前の選択」(高

橋2006:831)に よって も施 しはな されてい る11)。 第3に 、施 し獲得 にお けるく立 ち姿勢 〉

の優位 、つ ま り 「乞食」 と潜在的贈与者 との間の物理的な く距離の近 さ〉が施 し獲 得によ り有

利 であった と考え られ る。 これは く姿勢の低 さによる従属の提示 〉を重視す る先行研究 の批判

的検討 を迫 るものである。第4に 、施 しは、贈与者の能動的判断 よ りも受動的反応 に決定付 け

られ 、なされやす い と考 え られ る。 なぜ な ら、贈与者 たちは、積極的な働 きかけによる負い 目

感情 の付与や返礼能力の提示な ど施 しの契機 を十分に投企 して くる 「乞食 」に施 しをす る傾 向

があったか らである。そ こでは、施 し契機 の付与が不十分 な 「乞食」への施 しの回避 がみて と

れた。それ と同時 に、あげやす さに繋が る糸 口を含 めたコ ミュニケーシ ョンにお ける〈接触 の

しやす さ〉も施 し行動を考える上 で重要な要因であるこ とが示 され た。

 以上をま とめる。施 し贈与者 は、 〈労働 の不 可能性 〉とい う外観 上の特徴 を手がか りに、イ
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スラー ムが命 じる〈社会的弱者 〉を優先 しつつ、相 互交渉 の中で精神 ・物理的 にくきっか け〉

を より多 く投げかけて くる 「乞食 」を対象 として選択す る傾 向があ った。 ここでの主体性 は、

贈与者 の能動性 とい うよ りも、む しろ相互交渉の 中での受動性が契機 とな り発生 していた と考

え られ る12)。 また、贈与者は、〈偽善者 〉とみ られ ることの く気 まず さ〉な ど社会=文 化 ・コ

ミュニケー シ ョン的なステ ィグマに由来す る施 しへの躊躇 を払拭 した上で、<助 けることで助

け られ る〉とい う自己救済 の思いを より確実 に果たそ うとしていた とも捉 え られ た。 この思い

を果 たす ことで得 られ るく内的充足 〉こそが施 し行動の本質 をなす ものだ とすれ ば、施 しの社

会=文 化 ・コ ミュニケーシ ョン的なく正 当 さ〉は贈与者 の充足経験の濃淡を左右す る要因 にな

るだろ う。一方、施 しは、暮 らしの中での些細 な不安 を自分 自身か ら追い出す ために、 「乞食」

の属性や周辺状況に関わ らず、 〈あげたいか ら〉 とい う理由で も行 われていた。 ここでは、贈

与者 の能動的な主体性 が発露 されていた と考 え られ る。 しか し、この場合 も、相 手がいなけれ

ば施 し行為 は遂行 されえず 、そ の意味で相互交渉 は不可欠であ りく助 けることで助 け られ る〉

とい う構 図は不変であ る。

[謝辞] 本稿の執筆に際して、京都大学大学院人間 ・環境学研究科の山田孝子先生 と高橋由典先生から

丁寧な指導 と貴重な助言を頂きましました。ゼ ミ発表でも、多くの先輩諸氏から助言 ・批評を頂きまし

た。この場をお借 りして謝意を表 したい。

【註 】

1)本 稿 は 「乞食 」 の語 が く差 別 用語 〉だ と認 識 した 上 で こ の語 をあ え て 用 い る。 「乞 食 」 に相 当す る ウズ

 ベ ク語 は 、① ガ ドgadoや ガ ドイgadoy、 ② テ ィ ラ ンチtilanchi、 ③ サ ダ カチsadaqachiな どが あ る。

 『ウズ ベ ク語 詳 解 辞 典 』 で は 、① 「貧 乏 人kambagal」 「貧 困 生活 者qasshoq」 「あ る物 を窮 乏 し、 必 要

 と し、期 待 に身 を こが して 渇 望 す る人 」 「物 乞 い に よって 日を過 ごす 人 」(Ma'rufov 1981a:b.182)、 ②

 「人 々か ら物 を乞 い暮 らす 人 」(Ma'rufov1981b:b.176)、 ③ 「サ ダ カsadaqa(施 し ・任 意 の喜 捨)を

 求 め る人 」(Ma'rufov 1981b:b.9)と され る。 これ ら現 地 語 は 基本 的 に侮 蔑 的 な 意 味 を含 む 他 称 と して

 広 く使 わ れ て い る。 以 上 の認 識 を基 礎 に現 状 をみ る と、 「乞 食 」概 念 は現 地 の実 態 と して 存 在 す る と考

 え られ る。現 地 人 は 、民 族 楽器 の演 奏 な どで金 銭 獲 得 を 目指 す遊 芸 人 の うち、盲 人 な ど障 害者 は 「乞 食 」

 とす るが 、 非 障害 者 は 「乞食 」 と して い な い。 本稿 で も、 この認 識 に依 拠 し、 前者 の み を 「乞食 」 範 疇

 に含 め、 後者 を 同範 疇 か ら除外 す る。 ま た 、本稿 で は 「乞 食 」 の表 記 とは別 に 、 〈乞食 〉 とも括 弧 を使

 い 分 け て記 述 して い る。 これ は 、対 象 を 具体 ・現 実 的 な レベ ル で 論 じて い る のか(=「 乞 食 」)、そ れ と

 も抽 象 ・観 念 的 な レベ ル で 論 じて い る のか(=〈 乞 食 〉)、 とい う認 識 の経 験 層 の差 異 に依 拠 してい る。

2)本 稿 で は 、 「行 為 」 を 「～ しよ う と思 っ て す る行 動 」 と、 また 「行 動 」 を 「行 為 を含 む 人 間 のす べ て の

 活 動 」 と定義 す る。
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3)体 制転換後における 「乞食」の〈転落〉の背景については、拙稿(和 崎2007)を 参照。

4)例 えば 「2年以上生活できるお金があれば、税金のように貧しい人や乞食gadoyに お金をあげなけれ

 ばいけません。イスラームがいっています。革命前は特にそ うでした。今はだいぶ薄れましたが、徐々

 に復活してきています」(ウズベク/60代/女 性)な どと語 られる。

5)〈 社会的弱者(困 窮者)〉 の優先的保護に関する記述は、ハディースではく喜捨の書 〉に(牧 野2001)、

 そ してクルアーンでは2章215節 や9章60節 などにみられる(井 筒1957)。

6)例 えば 「貧 しい親戚に10%以 下を寄付 し、いなければ近所の貧 しい人を、そして最後に路上の人を助

 けます。昔からの伝承でイスラームに由来します」(ウ ズベク/男 性/20代)な どと語られる。

7)身 体的スティグマをもつ人は対人交渉でその奇異 さを乗 り越える術 を知っている、 と指摘 され る

 (Goffman 1963=1980:87・90)。 その逆も可能であ り、彼 らはそれを知らせる術にも精通している。

8)〈 動機の語彙〉論で著名な社会学者 ミルズの知見によれば、動機付けとは、行為者内部で、ある行為

 の 「真の動機」となる内的状態 とい うよりも、人々が自他の行為を解釈 し 「説明」するために用いる 「類

 型的な動機の語彙の構造」である(Mills 1963=1971:343-355)。 本稿でも、基本的に、施 しのく動機

 付け〉を自己の行為の解釈に際 して貼り付けられる〈説明〉とみなす。

9)「 乞食」が何歳にみえるか、贈与者 と通行人が述べた年齢の平均値をここに示 している。

10)ゴ フマンの行為論について言及 している社会学者 ・高橋由典は、「ゴフマンのい う表局域 と裏局域の

 区別は、目標設定の次元 と身体遂行の次元の区別」に対応 し、2者 間にはズレが生じることがあると述

 べている(高 橋2005:85-86)。 本稿もそのズレに着目して分析するものである。

11)目 的合理性と価値合理性に続 く行為選択の第3の 基準である感情についての論考を進めている高橋の

 知見によれば、この種の感情に基づく 「選択以前の選択」は 「行為選択以前にすでになされてしまった

 選択」として 「主体的選択をスキップ した選択」だ とされる(高 橋2006:831-832)。 高橋は、この種

 の選択を 「体験(出 来事)の 成立そのものが選択の内実をなす」という意味で 「体験選択」と呼び(高

 橋2006:832)、 同概念を用いて独自の思考を展開している。〈憐れみ〉感情が個体内部における主/

 客区分の廃棄により実際の行為遂行へ と至らせるそのプロセスについては、(高橋2001)で 詳細に論 じ

 られている。施 し贈与をめぐるここでの推敲はすべて高橋の思索に負 うものである。

12)間 身体関係の中で決定されてくる行為者の主体性をめぐる論考 として(湯 浅1996)が ある。
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